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紀伊半島南部下の遷移領域におけるプレート境界域の 3次元構造
3-D structure of the locked-sliding transition on the plate boundary beneath the southern
part of Kii Peninsula
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フィリピン海プレートが沈み込む紀伊半島沖南海トラフ周辺域では，東南海地震 (1944年)や南海地震 (1946年)など
の巨大地震が繰り返し発生している．この地域での地震発生様式を考える上で，沈み込むフィリピン海プレートや西南
日本弧の地殻構造を詳細に把握することが重要である．近年，固着域深部延長上のプレート境界遷移領域では，深部低
周波微動，超低周波地震，スロースリップといったプレート境界のすべり運動と考えられる現象が発見されている（例
えば，Obara et al., 2002; Obara and Hirose, 2006; Ito et al., 2007）．これら現象が発生している紀伊半島南部下の地震波速
度構造，プレート境界面の形状や物理特性を把握する目的で，2004年度に和歌山県新宮市から京都府舞鶴市に至る「新
宮-舞鶴測線」と和歌山県大塔村から三重県熊野市に至る「大塔-熊野測線」のそれぞれで制御震源地殻構造探査（Ito et
al.,2005; Kurashimo et al., 2005)が，2009年度と 2010年度には，和歌山県みなべ町から奈良県十津川村を経て下北山村
に至る「みなべ-下北山測線」で稠密自然地震観測 (蔵下・他，2010)及び制御震源地殻構造探査 (蔵下・他, 2011）が実施
された．これら観測データの解析から，それぞれの測線下におけるフィリピン海プレートの形状やプレート境界域の地
震波速度構造に関する知見が得られつつある（例えば，蔵下・他, 2012）．しかしながら，詳細な 3次元的不均質構造を
明らかにするには至っていない．そこで，紀伊半島南部下のプレート境界域の構造を 3次元的に把握する為に，これら
探査測線上での発破と紀伊半島下で発生した自然地震を，探査測線上の観測点及び紀伊半島にある定常観測点で観測し
たデータから読み取った P波・S波の初動走時データに対して地震波トモグラフィー解析（Thurber and Eberhart-Phillips,
1999）を適応した．トモグラフィー解析の初期モデルには，連携震源決定法（Kissling et al., 1994）を用いて得た 1次元
速度構造モデルを使用した．得られた 3次元地震波速度構造からは，「みなべ-下北山測線」の十津川村より西側で,深さ
約 25km以深に分布する P波速度が 7.5km/secを超える領域は南に延びて存在していることが確認できた．また，深部低
周波微動は，この高速度領域を避けるように分布し，深部低周波微動発生域では Vp/Vs値が大きくなることから，深部
低周波微動発生過程において流体の関与が示唆される．
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